
 

  

公共交通の運行サービスを確認するに当たって、皆様はどのような調べ方をするでしょ

うか。最近はスマートフォンの普及等もあり、持っている携帯電話で経路情報サービス（駅

すぱあと、乗換案内、NAVITIME など）を活用して調べられることが多いのではないでし

ょうか。 

 

 このような状況の中、中国運輸局では、公共交通の利用促進として、経路情報サービス

にバスの運行情報が含まれていることが重要であるという認識の下（知らない土地で A 地

点から B 地点まで移動しようと経路情報サービスで検索する際、甲社のバス路線が検索で

きないと利用に当たっての選択肢として選択されないという事態も生じ得る。）、平成 27

年 12 月 15 日に「乗換案内検索サービスに関する情報提供会」を開催（当日開催の「中

国バス協会事故防止対策委員会幹事会」にあわせて開催）しました。 

 

（情報提供会の様子） 

 本情報提供会では、株式会社ヴァル研究所（駅すぱあと等を提供）、ジョルダン株式会社

（乗換案内等を提供）、株式会社ナビタイムジャパン（NAVITIME 等を提供）のご担当者に

お越しいただき、各県のバス協会、バス事業者に向けて、各社が提供するサービスの内容

やバスの運行情報を経路情報サービスに搭載するに当たって必要な手続き、管内のバス情

報の搭載状況などについて情報提供をしていただいた後、質疑応答を行いました。 

 

 質疑応答では、経路検索サービスを提供する各社に対して、バス事業者に対して運行情

報の提供をお願いする際にネックとなっていることはあるか、各社が提供するサービスの

強みは何かという質問や、現在、運行情報を提供できていないバス事業者が懸念している

ことは何かといった質問など、双方で有意義な意見交換がなされました。 

乗換案内検索サービスに関する情報提供会を

開催しました！ （交通政策部交通企画課） 



 最後に、中国運輸局交通政策部長の中井から、本情報提供会を契機に中国地方における

経路情報サービスが充実し、バスの利用促進が進むことを期待していること、そして、中

国運輸局では平成 2７年７月に組織再編により交通政策部が誕生し、公共交通の利用促進

に向けた取組みを進めていくことなどを申し上げ、閉会しました。 

     

（株式会社ヴァル研究所からの情報提供）         （ジョルダン株式会社からの情報提供） 

     

（株式会社ナビタイムジャパンからの情報提供）         （交通政策部長からの挨拶） 

 バス事業者はもちろん、地方公共団体が運行するコミュニティバス等については各地方

公共団体が運行情報を提供することで、経路検索サービスにデータを搭載することができ

ますので、本情報提供会における各社の説明資料が必要な方、運行情報の提供・搭載につ

いて関心をお持ちの方は以下にご相談ください。 

 

【株式会社ヴァル研究所】 

 バス制作チーム 吉尾、諸星 電 話：03-5373-3503 

               メール：hinshitu-bus@val.co.jp 

【ジョルダン株式会社】 

 公共交通部 井上、荒木 電 話：03-5925-8212 

             メール：norikae-desk@jorudan.co.jp 

【株式会社ナビタイムジャパン】 

 データ企画担当 篠原、高橋 電 話：03-3402-8807 

メール：data-kikaku-grp-reg@navitime.co.jp 


